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(57)【要約】
【課題】　使用者の体重や杖をつく力に応じてコイルス
プリングの弾発力を適宜調整することができるようにす
る。
【解決手段】上端に略Ｔ字状の把持部２を有し、下端に
は雄ネジ６が形成され、下端寄り部分には一定間隔をあ
けて複数の長さ調整用透孔８が形成された第一パイプ３
と、上側部分が第一パイプ３内に挿入され、中間部分に
は前記第一パイプ３の雄ネジ６に嵌合する袋ナット状部
材９と前記長さ調整用透孔８に嵌め入れられる長さ調整
用ボス部材１０が装着された第二パイプ４と、下部を除
く他の部分が第二パイプ４内に挿入される第三パイプ５
とで構成されており、第三パイプ５は、上側パイプ５Ａ
と、下側パイプ５Ｂと、上下のパイプ５Ａ・５Ｂ間に介
在されたコイルスプリング１２と、下側パイプ５Ｂの下
端部に嵌め被せられた石突１３とで構成されている。
【選択図】　図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
上端に略Ｔ字状の把持部を有し、下端には雄ネジが形成され、下端寄り部分には一定間隔
をあけて複数の長さ調整用透孔が形成された第一パイプと、上側部分が第一パイプ内に挿
入され、中間部分には前記第一パイプの雄ネジに嵌合する袋ナット状部材と前記長さ調整
用透孔に嵌め入れられる長さ調整用ボス部材が装着された第二パイプと、下部を除く他の
部分が第二パイプ内に挿入される第三パイプとで構成されており、第三パイプは、上側パ
イプと、下側パイプと、上下のパイプ間に介在されたコイルスプリングと、下側パイプの
下端部に嵌め被せられた石突とで構成されており、上側パイプは第二パイプの下部に挿入
されていると共に、両側からかしめられて、第二パイプに連結されており、コイルスプリ
ングは、その両端部にキャップが装着され、コイルスプリングの両端寄り部分には、上側
パイプの下端寄り部分と下側パイプの上端寄り部分に打ち込まれたピンが挿通されている
。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、杖や松葉杖等の先端に取り付けられる石突の支持装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　杖や松葉杖等の下端に取り付けられる石突は、通常、ゴムで構成され、杖をついた際に
は前記ゴムの弾性によって若干の衝撃吸収が行われるが、このゴム弾性だけでは使用者の
手に伝わる衝撃の吸収が十分に行われないのが実情である。
【０００３】
　そこで、杖の使用時における使用者の手への衝撃を十分に緩和するためのものとして、
以下の石突支持装置が知られている。
【０００４】
　すなわち、石突支持装置は、杖の下端に位置する石突と、石突の基端面に突設された円
柱状部と、下端部が前記円柱状部の外周面にねじ嵌合されてなる内筒と、前記円柱状部の
中心から上方に立設された中心棒と、中心棒の外周に装着されたコイルスプリングと、前
記内筒に嵌め被せられ、底部が前記中心棒の上端部に固定された有底筒状の外筒と、外筒
に嵌め被せられ、下端が外筒の外周面の下端部に形成されたリブに当接する脚棒とを備え
たものであり、杖をついた際に、中心棒の外周に装着されたコイルスプリングの弾発力に
よって使用者の手に伝わる衝撃が緩和されるようにしたものである。
【特許文献１】特開２００７－１０５３６４
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前述した石突支持装置の場合、コイルスプリングの装着状態が一定であ
るため、使用者の体重や使用者が杖をつく力に関係なく、コイルスプリングによって一定
の弾発力しか得られず、そのため杖に対する使用者のフィット感が悪いという不都合があ
った。
【０００６】
　本考案の目的は、使用者の体重や杖をつく力に応じてコイルスプリングの弾発力を適宜
調整することができる石突支持装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上端に略Ｔ字状の把持部を有し、下端には雄ネジが形成され、下端寄り部分には一定間
隔をあけて複数の長さ調整用透孔が形成された第一パイプと、上側部分が第一パイプ内に
挿入され、中間部分には前記第一パイプの雄ネジに嵌合する袋ナット状部材と前記長さ調
整用透孔に嵌め入れられる長さ調整用ボス部材が装着された第二パイプと、下部を除く他
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の部分が第二パイプ内に挿入される第三パイプとで構成されており、第三パイプは、上側
パイプと、下側パイプと、上下のパイプ間に介在されたコイルスプリングと、下側パイプ
の下端部に嵌め被せられた石突とで構成されており、上側パイプは第二パイプの下部に挿
入されていると共に、両側からかしめられて、第二パイプに連結されており、コイルスプ
リングは、その両端部にキャップが装着され、コイルスプリングの両端寄り部分には、上
側パイプの下端寄り部分と下側パイプの上端寄り部分に打ち込まれたピンが挿通されてい
る。
【考案の効果】
【０００８】
本考案の杖は、内部にコイルスプリングを単に挿入しただけのものではなく、第三パイプ
における下側パイプを正回転または逆回転させることにより、コイルスプリングの下端寄
り部分に挿通されたピンが当該コイルスプリングに係合しつつ、その内部を上下移動する
ことから、該ピンとその上側のピンとの間隔が変更される結果、前記コイルスプリングの
弾発力を調整することができる。したがって、使用者は、自己の体重や杖をつく力に対応
して前記スプリングの弾発力調整を行うことにより、従来の杖では得られなかったフィッ
ト感のある使用が行える。
【０００９】
また、本考案の杖は、簡単な構造でコスト的にも従来の杖とあまり変わらない費用で製造
することができる等、種々の優れた実用的に利点を有する。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１０】
　次に、本考案を杖に適用した場合の実施形態について図面にしたがって説明するが、本
考案はかかる実施形態に限定されるものではない。
【００１１】
　図１に示すように、杖１は、上端に略Ｔ字状の把持部２を有する第一パイプ３と、上側
部分が第一パイプ３内に挿入される第二パイプ４と、下部を除く他の部分が第二パイプ４
内に挿入される第三パイプ５とで構成されている。
【００１２】
　第一パイプ３は、下端部に雄ネジ部６を有し、その上方には一定間隔をあけて長さ調整
用透孔８が形成されている。
【００１３】
　第二パイプ４は、上端に装着されたキャップ部材７と、上端寄り部分に突出した長さ調
整用ボス部材１０と、当該第二パイプ４が挿通され、内面に雌ネジ（図示せず）が形成さ
れた袋ナット状部材９と、袋ナット状部材９の上側に装着された締め付け用リング部材１
１とを有している。長さ調整用ボス部材１０は、第二パイプ４の直径方向に伸びる小スプ
リング（図示せず）によって、常に当該第二パイプ４の外方へ付勢され、かつ第一パイプ
３内面における透孔８の周縁部に当接するフランジ（図示せず）を有している。
【００１４】
　第三パイプ５は、上側パイプ５Ａと、下側パイプ５Ｂと、上下のパイプ５Ａ・５Ｂ間に
介在されたコイルスプリング１２と、下側パイプ５Ｂの下端部に嵌め被せられたゴム製の
石突１３とで構成されている。
【００１５】
より詳細には、図３に示すように、先ず上側パイプ５Ａは、第二パイプ４の下部寄り部分
に挿入されていると共に、両側からかしめ２０が行われて、第二パイプ４に連結されてい
る。コイルスプリング１２は、その両端部にキャップ１４が装着され、またコイルスプリ
ング１２の両端寄り部分には、上側パイプ５Ａの下端寄り部分と下側パイプ５Ｂの上端寄
り部分に打ち込まれたピン１５Ａ・１５Ｂが挿通されている。そして、下側パイプ５Ｂを
その円周方向に正回転させた場合、下側のピン１５Ｂがコイルスプリング１２に係合しつ
つ、上方へ移動し、これに伴って下側パイプ５Ｂも上方へ移動する。この際、両ピン１５
Ａ・１５Ｂの間隔Ｌが短くなり、その結果、コイルスプリング１２の弾発力が減少する。
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一方、下側パイプ５Ｂをその円周方向に逆回転させた場合、下側のピン１５Ｂがコイルス
プリング１２に係合しつつ、下方へ移動し、これに伴って下側パイプ５Ｂも下方へ移動す
る。この際、両ピン１５Ａ・１５Ｂの間隔Ｌが長くなり、その結果、コイルスプリング１
２の弾発力が増加する。
【００１６】
前述したように、第三パイプ５は、下側パイプ５Ｂを正回転させたり、逆回転させたりす
ることでコイルスプリング１２の弾発力が変わり、そして、使用者は前記下側パイプ５Ｂ
の正回転または逆回転を行うことによって、当該杖１について、自己の体重や杖をつく力
に対応して好みのスプリング弾発力を得ることができる。
【００１７】
次に、本実施形態に係る杖１の組み立て要領について説明すると、先ず前述したように、
第一パイプ３の下端部開口３ａに対して第二パイプ４の上端部４ａを挿入し、また第二パ
イプ４と第三パイプ５とは前述したような連結構造を有するため、これらパイプ３・４・
５は、図２に示すような組み立て形態となる。そして、第二パイプ４の袋ナット状部材９
を第一パイプ３の下端部の雄ネジ部６に嵌合させることにより、第一パイプ３と第二パイ
プ４が連結される。また、杖１の長さは、第一パイプ３における多数の長さ調整用透孔８
に対する第二パイプ４の長さ調整用ボス部材１０の嵌め入れ位置によって調整される。こ
の点は市販の杖と同様である。したがって、この要領で杖１の長さ調整を行うと共に、前
述した要領で第三パイプ５におけるコイルスプリング１２の弾発力を調整することにより
、使用者に合致した杖１とすることができる。
【産業上の利用可能性】
【００１８】
   本考案の杖は、前述したように、その長さは勿論、杖自体の弾発力を調整することも
できるため、幅広い利用が期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施形態に係る杖の分解正面図である。
【図２】同実施形態に係る杖の組み立て状態を示す正面図である。
【図３】同実施形態に係る杖の下部構造を示す要部拡大切欠正面図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１　杖
　３　第一パイプ
　４　第二パイプ
　５　第三パイプ
　１２　コイルスプリング
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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月24日(2008.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　上端に略Ｔ字状の把持部を有し、下端には雄ネジが形成され、下端寄り部分には一定間
隔をあけて複数の長さ調整用透孔が形成された第一パイプと、上側部分が第一パイプ内に
挿入され、中間部分には前記第一パイプの雄ネジに嵌合する袋ナット状部材と前記長さ調
整用透孔に嵌め入れられる長さ調整用ボス部材が装着された第二パイプと、下部を除く他
の部分が第二パイプ内に挿入される第三パイプとで構成されており、第三パイプは、上側
パイプと、下側パイプと、上下のパイプ間に介在されたコイルスプリングと、下側パイプ
の下端部に嵌め被せられた石突とで構成されており、上側パイプは第二パイプの下部に挿
入されていると共に、両側からかしめられて、第二パイプに連結されており、コイルスプ
リングは、その両端部にキャップが装着され、コイルスプリングの両端寄り部分には、上
側パイプの下端寄り部分と下側パイプの上端寄り部分に打ち込まれたピンが挿通されてい
る、杖の石突支持装置。
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